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Abstract－
生 田地 区で は,1987年よ りキ ャンパ スネ ッ トワー クの構築が始 ま り,現 在 ではキ ャ ンパスのほぼ
全域 にネ ッ トワー クが張 りめ ぐらされて いる.こ の ネ ッ トワー ク基 盤が整備 され るの につ れ,ネ ッ
クワーク とコ ンピュータを駆 使 した コ ミュニケー シ ョンが盛ん にな って きた.特 に顕著 なのが電 子
メイルの利 用で、教 育 ・研究活 動 にお ける重要な補助手段 と して,学 生 ・教 職員 に活用 されている.
本稿 で は生 田地 区 におけ る,主 にワー クス テーシ ョン(UNIX)を 用 いた電 子 メイルの利用状況
を報告 す る.
1,メ イ ル ア ドレ ス
電 子 メ イルを利 用 す る もの には,一 人一 人 にメイル ア ドレスと いうネ ッ トワー ク上 の住所が割 り
振 られ る.
例 え ば,明 治 大 学 か ら電 子 メ イ ル を利 用 す る場 合,自 分 の メイ ル ア ドレ ス は 次 の よ う に な るD.
ロ グ イ ン名@dom.meiji.ac.jp
こ こで,メ イ ル ア ド レス の 後 半 部 分 に出 て い る,
InelJ1・ac・戊P
とい う の は,JPNIC(日 本 ネ ッ トワ ー ク イ ンフ ォ メ 一一シ ョ ンセ ン タ ー)に よ って承 認 さ れ たtt明
治 大 学"を あ らわ す ドメ イ ン名 で あ る.
ま たdomと い うの は,学 内 の サ ブ ドメ イ ン名 で あ る.現 在 の所,iSC(情報 科 学 セ ン ター(生 田)),
kisc(情報 科 学 セ ン ター(神 田)),cs(情 報 科 学 科),math(数 学 科)が サ ブ ドメ イ ン名 と して 存
在 す る。
メ イ ル ア ドレス の例 を 次 にあ げ る.
[例]
hhat@isc.meiji.ac.jp情 報 科 学 セ ンタ ー(生 田)のhhat氏
postmaster@cs.meiji.ac.jp情報 科 学 科 のpostmaster氏
*明治大学 情報科学 セ ン ター(E-mail:hhat@isc.meiji.ac.jp)
1)こ こで述 べてい るメ イル ア ドレスは,主 にUNIX系 の ホス トか ら利用 す る場合 であ る.本 学 はこの他 に大型
計算 機か らBITNETが利用 で きるが,そ の メイルア ド.レスは,本 稿 で述 べてい る ものとは異な る.
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2.電 子 メ イルの 配送 システム
明治大 学 の学内 ネ ッ トワーク は,FujitsuS4/330ワー ク ステ ー シ ョン(ホ ス ト名=mjugwy)
を用 いて,Internetに接続 して い る2),これ によ って,InternetIc参IJUしてい る国内/外 の各 組 織
と電子 メイルの交 換 を行な うことが可能 に な っている.
次 に学内 の メイル配 送 シ ステ ムを説明 ず る.
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学 内 の ドメ イ ン階 層 は2っ にわ か れ て い る.
一 つ は本 学 の トッ プ ドメ イ ンで ,meiji.ac.jpとい う ドメ イ ン名 で あ る.前 述 の1njugwyがこの
ドメ イ ンを 代 表 す る マ シ ンで あ る.本 学 宛 の メ'イル,お よ び,UUCP下 流 サ イ ト宛 の メ イ ル は 全
て この ホ ス トを 経 由 す る.
も う一 つ は サ ブ ドメ イ ンで,isc.meiji.ac.jp(情報 科 学 セ ン タ ー(生 田)),kisc,・meiji.ac.jp
(情報 科 学 セ ン ター(神 田)),cs.meiji.ac,jp(情報 科 学 科),math.meiji.ac.jp(数学 科)と い
うサ ブ ドメ イ ン名 が 存 在 す る.各 サ ブ ドメ イ ル で は,そ れ ぞ れ サ ブ ドメ イ ンを 代 表 す るマ シ ンを有
2)WIDEInternetのWNOC-TYO(WIDENetworkOperationCenter-TOKYO)へ64Kbpsデ ィ ジ タ
・ル 専 用 回 線 で 接 続
.
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す る3),メイル配 送 の管理 ・運用 はサ ブ ドメ イ ンごとに行 なわれ てお り,サ ブ ドメ イ ン内 の あ る人
に宛 て られ たメ イル は,mjugwyより,全 て一旦 サ ブ ドメイ ンを代表 す るマ シ ンに転送 され るよ う
に な って い る.
例 え ば,情 報 科 学 セ ン タ ー(isc.meiji.ac.jpサブ ドメ イ ン)の ユ ー ザ が,
1,学 内 の 他 サ ブ ドメ イ ンの 人 に 出 した メ イ ル
2.学 外 の 人 に 出 した メ イ ル
は そ れ ぞ れ下 図 の よ うな経 路 で 転 送 さ れ る.
① 情 報 科 学 セ ンタ ー → 学 内 他 サ プ ドメ イ ン
情 報科学 セ ンター(生 田)のhhat氏(hhat@isc.meiji.ac.jp)から










3)例 えば情報科学 セ ンター(生 田)の 場 合 は,miscfs.(AuspexNS5000)であ る.
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② 情 報 科 学 セ ン タ ー → 学 外 ドメ イ ン
情 報科学 セ ンター(生 田)のhhat氏(hhat@三sc。meiji.ac.jp)から









ワー クス テー シ ョン
'hhat氏
つ ま り,学 内 の メ イ ル 利 用 状 況 を 掴 む に は,mjugwy(meiji.ac.jp),miscfs(isc.meiji。ac.jp),
suruga(kisc.meiji.ac。jp),mjucscom(cs.meiji.ac.jp),oyabun(ma七h.meiji.ac.jp)のメ イ ル
転 送 ロ グを 調 べ れ ば 良 い.本 稿 で は 筆 者 が 管 理 して い るmjugwyの ロ グ か ら1メ イ ル 利 用 状 況 を
調 査 した.
3.メ イ ル数 の変 動
月別,週 別,時 間別 メイル数 の変 動 を グ ラ フに示 す.こ れ らの デー タはいず れ も学 内 トップ ドメ
イ ンの ホ ス トで あ る,mjugwyのログ フ ァイル(/var/log/syslog)から求 め た.
3・1月 別 メ イル数
横軸 に月,縦 軸 に一 ヵ月間 に転送 され た メイ ルの総数 を と り,月 別 の メイル本数 の推移 を グ ラフ
で示 す.
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そ れ ぞ れ の 折 れ 線 グ ラ フの 意 味 は次 の 通 りで あ る.
"(1)Total"とは
,以 下 に示 す(2)～{5)のメ イ ル 数 の合 計
"(2}Local→lntemet"とは
,学 内 ドメ イ ンか ら学 外 ドメ イ ンへ の メ イ ル 数
"{3)Internet-・Local"とは ,学 外 ドメ イ ンか ら学 内 ドメ イ ンへ の メ イ ル 数
"(4)Local→Loca1"とは
,学 内 サ プ ドメ イ ン間 で や り と り さ れ た メ イ ル数
"(5)Pas
sed"とは,analog.co.jp,wacom.co.jp宛メ イ ル 等 の よ う に,mjugwyを 通 過 して






























横 軸 に曜 日,縦 軸 に一 日あ た りの平 均 メイ ル数 を とり,週 別 の メイル本 数 の推移 を グラフ,で示 す.
平 均 メイル数 は,1991年7月か ら1993年5月までの ログ フ ァイル か ら求・め た.
それぞ れの折 れ線 グ ラフの意味 は次 の通 りで あ る.
"〔DTotal"とは
,以 下 に示 す(2)～(4ぬメ イ.ル数 の合 計
"(2}Local→lnternet"とは
,学 内 ドメイ ンか ら学 外 ドメ イ ンへ の各曜 日別 の一 日の平 均 メ イ
ル数
"㈲Internet→Local"とは




































3・3時 間別 メ イル数
横軸 に時 間(⑪:00～23:59),縦軸 に一 時間 あた りの平 均 メイル数 を と り,時 間 別 の メイル本数
の推移 を グ ラフで示 す.平 均 メ イル数 は,1991年7月か ら1993年5月まで の ロ グフ ァイルか ら求 め
た.
そ れぞれ の折 れ線 グ ラフの意 味 は次 の通 りであ る,
"'(1)Total"とは
。 以下 に示 す{2)～(4)のメイル数 の合計
"②L




net→Local"とは,学 外 ドメイ ンか ら学 内 ドメイ ンへ の各時 間 ごとの一 日の 平 均 メ
イ ル数.
"{4)L














































4.メ イ ル転 送 量 の 変 動
次 に,.横軸 に几 縦軸 に当該月 の一 日あた りの平 均 メイル転送 量(MBytes)をと った時 の,月

























































次 に学 内 の月別 の メイル利用 者数 を調 べ てみ た.こ れ は,mjugwyの/var/log/syslogに記録
されて い る メイル ア ドレスか ら,一 ・カ月間 で メイ ルを発 信 も しくは着 信 した ことの あ る人 が,の べ
























まだ,1992年1月1日 ～1992年12月3亘Uまで に電 子 メイルを 出 した こ との あ る,あ るい は電子 メ
イルが到 着 した ことの あるユ ー ザ は687名で あ った.こ れ らの メイル利 用経 験者 の,一 年 間 の メイ

















7 60 29 2
8 38 47 4
9 22 23 3|
10 82 49 6
11 ユ03 54 8
12 134 46 6
92/1 83 50 10
2 60 46 5
3 63 47 6
4 140 49 8
5 151 65 12
6 229 80 14
7 188 72 9
8 127 56 11
9 280 61 10
10 280 65 10
11 212 57 10 3
12 236 57 10 1
fig-3.7
6.ま とめ と補足
以 トにま とめ と補足 を箇条書 す る,
1.週 別,時 間 別の メイル数 の分布(fig-3.2,fig-3.3)より,週 末や深 夜 の メ イル トラ フ ィ ッ
クが極 端 に少 な い.こ れ は,メ イル利 用 者の生 活 リズムが その ま ま反 映 され た もの とな って い
るよ うだ.(皆,夜 間,休 日は しっか り休ん で い る!?)
2.月 別 の メイ ル数(fig-3.5)にお いて,1992年9月に メイル利 用 者 数 が 一 時 的 に増加 した の
は,情 報科 学 セ ン ター にて メイ ルの使 い方 の授 業 が行 なわれ た為 であ る.
3.1992年6月4日 に メ イル の配送方 式 をUUCPか らIPに変更 し,メ イル転送 に要 す る時 間 が
劇 的 に短 縮 され たが,そ れ に よ るメイル数 の増 加 は特 にみ られ なか った(fig-3.1)が,メイ
ル転送 量 はか な りの減少 が み られ た(fig-3.4).これ は,学 外 へ のftpが可能 にな った こ と に
よ り,ftp-mail')の利用 者 が減 った事 が原 因 で はないか と思 われ る.
4.fig-3.6より,1992年1月～12月の 間,情 報 科学 セ ンター(生 田)か らメイル を利用 した こ と
の あ るユ ーザ は,ワ ー ク ステー シ ョ ンに登 録 した全 ユーザ5)のうち,22.8%にな る.
4)メ イル によ って,学 外 のanonymousFTPサ イ トよ りフ リーソ フbウ ェアなどを入手 す る方 法.
5)1992年末時点 で,セ ンターの ワー クステー シ ョ ン登 録者数 は3,007名で あ った,
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5.月 別 の メイ ル数(fig-3.5)より,前 年 同 月 との比較 で メイ ル利 用 者 数 の の び を求 めて み る



































口常 的 に ワー クステー シ ョンな どの コ ン ピュー タを利用 す る もの に と って,電 子 メイ ルなどの コ
ミュニケ ー シ ョン手 段 はさ らに重 要性 を増 して い くだ ろ う.し か し本 稿 で はふ れなか ったが,電 子
メイル に は,
● な りす ま しな どによ る,メ イルの偽造 が可能
● 転送途 中 の メ イルに対 す る改 窟が 可能
な どの問題 も存在 す る.そ れ はと もか くと して,PC-VAN,NIFTY-Serveなどの パ ソ コ ン通 信
との相 互接 続 の実現,商 用 イ ンタ ・ーネ ッ トの出現 な どで電子 メ イルの利 用者 が今後,更 に増加 して
い くの は確 実 で あ る.
本 稿 で は,日 頃学 内 の電子 メイ ル システ ムの運用 に携 わ って い る者 の視点 か ら利 用状 況 を調 べ て
み た.そ の結 果,本 校 で も順 調 に"ネ ッ トワー クの利 用者"が 増 えて きて い ることが明 白にな った.
しか し前 述 のセ キ ュ リテ ィ上 の問題 が解決 しな い まま電子 メイ ルが普及 してい く事 に一 抹 の不安 を
覚 え る.皆 が本 当 に安心 して メ イルが利 用 で きるよ うな シス テムを構築 してい くの も,シ ス テムを
運 用す る者 の任 か と思 う.
6)1992年9月を除いても,平均70%以上の伸びである,
